
　

２
０
２
０
年
７
月
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官（
当

時
）が
「
政
府
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に

取
り
組
む
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
２
０
２

０
年
末
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
で
「
テ
レ
ワ
ー
ク
／

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
認
知
が
社
会
で
一

気
に
広
が
っ
た
。
た
だ
し
、
ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
含

ま
れ
る
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し

た
た
め
に
、
福
利
厚
生
の
観
点
の
み
で
対
応
を
検
討

し
て
い
る
企
業
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
稿
で
は
、
先
の
官
房
長
官
発
言
か
ら
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
８
カ
月
前
、
２
０
１
９
年
11
月
に
創
設
さ
れ

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会（
以
下
、
本
協

議
会
）の
取
り
組
み
の
紹
介
を
通
じ
て
、
受
け
入
れ

地
域
側
の
観
点
か
ら
、
よ
り
多
様
で
持
続
可
能
な
日

本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
可
能
性
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
の 

目
的
と
意
義

　

日
本
各
地
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
体
制

の
構
築
は
、
２
０
１
７
年
度
に
全
国
に
先
駆
け
て
事

業
に
着
手
し
た
和
歌
山
県
を
は
じ
め
、
い
ま
や
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
津
々
浦
々
で
展
開

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
地
の
取
り
組
み
が
都
市

部
在
住
の
ワ
ー
カ
ー
に
届
か
な
け
れ
ば
、
人
は
訪
れ

ず
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
な
い
た
め
、
各
地
の

情
報
が
一
元
的
に
全
国
で
共
有
出
来
る
仕
組
み
づ
く

り
が
各
地
域
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
「
一
元
的
な
情
報
発
信
」
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
９
年
11
月
に
和
歌
山
県
、
長
野
県
の
両
県
が

発
起
し
、
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
と
連
携
す
る
形
で

本
協
議
会
が
創
設
さ
れ
た
。
創
設
時
に
は
65
団
体
が

参
加
し
、
会
長
に
和
歌
山
県
知
事
、
会
長
代
行
に
長

野
県
知
事
、
監
事
に
鳥
取
県
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
都
市
部
を
中
心
と
し
た

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
や
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
認
知

の
広
が
り
を
受
け
て
、
２
０
２
１
年
２
月
末
時
点
で

参
加
団
体
数
は
１
７
０
と
な
り
、
そ
の
数
は
創
設
時

の
約
２
・
６
倍
に
上
る
。

　

本
協
議
会
を
運
営
す
る
中
で
「
各
自
治
体
は
誘
客

の
観
点
か
ら
競
争
相
手
で
あ
り
、
特
に
先
進
自
治
体

と
し
て
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
共
有
す
る
こ
と
で
ラ

イ
バ
ル
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
先
進
自
治

体
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
広
く
認
知
さ

れ
る
コ
ロ
ナ
前
か
ら
手
探
り
で
取
り
組
み
を
展
開
し

て
き
た
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
実
際
に
来
訪
す
る

企
業
や
個
人
が
い
て
初
め
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成

立
す
る
。
小
さ
な
需
要
の
中
で
先
行
者
メ
リ
ッ
ト
に

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局
情
報
政
策
課
長

桐きりあ
け明
祐ゆうじ
治

多
様
で
持
続
可
能
な 

日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
可
能
性

─
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
の
取
り
組
み
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特集 地方の経済・社会の活性化

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待

　

企
業
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

る
効
果
は
多
岐
に
わ
た
る
。
例
え
ば
、
非
日
常
環
境

で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
健
康
経
営
の
観
点
や
、
地

域
で
の
リ
ア
ル
な
社
会
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
材

育
成
や
研
修
の
観
点
、
執
務
環
境
の
変
化
に
よ
る
生

産
性
向
上
の
可
能
性
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
、

定
量
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
効
果
検
証
を
行
う
中
、

そ
の
体
系
化
が
進
む
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
各
社
の

抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
多
様
な
モ
デ
ル
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
各
地
域
の
人
的
・
地
理

的
資
源
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
側
か
ら
見
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
関
係
人
口
」
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
単
純
な
移
住
・

定
住
の
推
進
で
人
口
の
奪
い
合
い
を
続
け
て
も
限
界

が
あ
る
。
本
拠
は
地
域
外
で
も
継
続
的
に
地
域
に
関

係
性
を
持
つ
関
係
人
口
の
創
出
は
各
地
域
で
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
単
な
る
ゲ
ス
ト
で
は
な
く

地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
活
性
化

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
材
・
企
業
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　

海
外
で
見
ら
れ
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
＋
観
光
」
型
に

留
ま
ら
ず
、
企
業
側
と
地
域
側
の
目
的
が
合
致
し
た

日
本
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
事
例
が
全
国
で
生

ま
れ
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
当
た
り
前
に
な
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
今
後
も
全
国
で
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。
企
業
の
皆
様
に
は
こ
う
し
た
活
動

へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

た
考
え
の
も
と
、
協
議
会
と
い
う
形
態
で
地
域
間
連

携
を
行
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
参
加
自
治
体
の
負
担
金
や
参
加
条
件
を

設
け
ず
に
門
戸
を
開
い
て
自
治
体
の
参
加
を
募
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
自
治
体
の
参
加
を
得
て
本
協
議

会
の
声
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
政
府
や
企
業
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を

訴
え
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
先
で
、
実

際
の
来
訪
に
繋
が
る
事
業
を
展
開
出
来
る
か
否
か
は

競
争
で
あ
り
、
各
会
員
自
治
体
が
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

経
団
連
、日
本
観
光
振
興
協
会
と
の 

モ
デ
ル
事
業
の
実
施

　

２
０
２
０
年
10
月
に
経
団
連
、
日
本
観
光
振
興
協

会（
以
下
、
日
観
振
）と
本
協
議
会
の
３
者
で
「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。
内
閣
府
に
よ
る
と

日
本
の
就
労
人
口
に
占
め
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
割
合

は
約
５
％（
約
３
４
１
万
人
）に
留
ま
り
、
日
本
で
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
企
業
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
際
の
課
題
、
得
ら
れ
る
効

果
な
ど
の
議
論
は
散
発
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
企
業
側
の
経
団
連
と
地
域
側
の
本
協
議

会
、
両
者
間
を
調
整
す
る
立
場
の
日
観
振
の
３
者
で

連
携
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
の
課
題
を
抽
出
す

る
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
全
国
６
カ
所
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
た
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
第
３
波
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
度
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
全
て
中
止
に

な
っ
た
も
の
の
、
今
後
、
継
続
し
て
３
者
で
連
携
を

図
り
、
企
業
、
参
加
社
員
、
地
域
の
「
三
方
よ
し
」
の

よ
る
シ
ェ
ア
を
誇
る
の
で
は
な
く
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
認
知
や
理
解
を
広
げ
て
送
り
出
し
側（
都
市
・

企
業
）の
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
当
た
り
前
に
実
践
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
各
地

域
が
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
シ
ェ
ア
の
維
持
・
拡
大

に
努
め
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
各
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
目
的
の
来
訪
者
数
も
増
え
て
い
く
。
こ
う
し

◦経団連・日観振とのモニターツアー事業（令和２年10月～）（コロナ禍で延期）
経団連企業がWAJ※会員の地域にて実際にワーケーションを体験
　⇒　受け入れ側（自治体）と送り出し側（企業）の双方からワーケーションの効果や課題を抽出

◦政府要望活動（令和２年７月）
会員自治体の意見を集約し、政府の推進体制の構築や施設整備に係る財政支援などを要望
　⇒　関係省庁において、ワーケーションに活用できる支援策が充実

◦Facebookを活用した情報発信（令和２年３月～）
各自治体が発信するワーケーションに関する情報を一元的に発信
　⇒　令和３年１月末時点で約70回の投稿で、WAJ会員数の推移や各自治体イベントの紹介

◦�会員自治体向けのオンラインセミナー（令和２年８月～）
民間企業や大学等から講師を招いて、ワーケーションに関する知見を共有
　⇒　�「地域のワーケーション資源の発見・事業化」をテーマに令和２年８月〜10月に３回に分けて開催

◦ワーケーション月間（令和２年11月）
各自治体においてワーケーション事業を集中的に実施
　⇒　全国で10のイベントを開催し一覧で情報発信することで、イベントへのアクセスを促進

※WAJ：ワーケーション自治体協議会

図表　ワーケーション自治体協議会の2020年度事業の概要
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